
  

様式第２号の１－②【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の１

－①を用いること。 
 

学校名 熊本電子ビジネス専門学校 
設置者名 学校法人未来創造学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

課程名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のあ

る教員等によ

る授業科目の

単位数又は授

業時数 

省令で定める

基準単位数又

は授業時数 

配

置

困

難 

工業専門課程 

IT エンジニア科

ネットワークエ

ンジニアコース 

夜 ・

通信 
1,650時間 160時間  

IT エンジニア科

スマートフォン

アプリコース 

夜 ・

通信 
1,650時間 160時間  

デジタルクリエ

イター科ゲーム

プログラマコー

ス 

夜 ・

通信 
1,314時間 160時間  

デジタルクリエ

イター科 CG クリ

エイターコース 

夜 ・

通信 
1,684時間 160時間  

IT ビジネス科

WEBデザイナーコ

ース 

夜 ・

通信 
1,316時間 160時間  

IT ビジネス科ネ

ットショップコ

ース 

夜 ・

通信 
1,188時間 160時間  

商業実務専門課

程 

医療事務科 
夜 ・

通信 
518時間 160時間  

総合ビジネス科

ブライダル・サー

ビスコース 

夜 ・

通信 
1,142時間 160時間  

総合ビジネス科

事務スペシャリ

ストコース 

夜 ・

通信 
798時間 160時間  

（備考） 



  

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

https://www.denbi.ac.jp/about/disclosure/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学科 
学科名 

（困難である理由） 

 

 

 

 

 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 熊本電子ビジネス専門学校 
設置者名 学校法人未来創造学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
https://www.denbi.ac.jp/about/disclosure/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
熊本電子ビジネス専門

学校 元校長 

2022.6.1 ～

2025.5.31 

学内コンプライア

ンス 

非常勤 
学校法人壺溪塾学園 

理事長 

2022.6.1 ～

2025.5.31 
外部監査 

（備考） 

 

 

 



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 熊本電子ビジネス専門学校 

設置者名 学校法人未来創造学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画書（シラバス）の作成過程 

 ・年２回開催する外部委員を含む教育課程編成委員会において次年度以降のカリ 

  キュラム等の内容を検討する。 

 ・検討されたカリキュラムを元に次年度以降の科目等の見直しと、それに伴う授業 

  内容の検討を各学科に関わる教員により行う。 

 ・その後、各学科において科目の担当教員と次年度の授業内容の打合せ行うと伴に、 

  シラバスの作成・提出を依頼する。 

 ・提出されたシラバスの記載内容については、不備がないか確認すると伴に教務 

部長並びに学校長の決裁を経た後、完成とする。 

 

授業計画書の作成・公表時期 

 ・作成時期は、１月から２月末日まで。公開時期は、４月とする。 

授業計画書の公表方法 https://www.denbi.ac.jp/about/disclosure/ 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
・履修科目の成績は、定期試験、追試験または再試験の試験成績を主とし、平常の 

学修状況、レポート及び中間試験の成績並びに取得検定状況を加味して各科目担当 

教員が評価する。 

・科目ごとの詳細な評価方法、水準及び評価配分は、各科目の授業計画書に示す。 

・成績の評価は、Ａ（100点～80点）、Ｂ（79点～70点）、Ｃ（69点～60点）、 

 Ｄ（59点以下）とし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とする。 

・通年開設科目の学年成績の評価は、原則として前期と後期の両方の成績より行う。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

・学生の所属する学科の平均成績を示す客観的な指標として GPAを用いる。具体的な 

 算出方法は、 

 GPA = 各科目の(単位数×評価ポイント)の合計÷総単位数（履修登録単位の総数） 

 （評価ポイント A:3ポイント B:2ポイント C:1ポイント D:0ポイント） 

 である。 

・GPAは半期ごとに求め、学生自身の学修状況の理解に役立てる。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

本校では、三綱領である「進取」「明朗」「誠実」を教育理念の根幹とし教育を行っ

ている。時代を生き抜く「高い専門性」と「豊かな人間力」の修得に向けて、常に先

を見通す論理性や人間の機微がわかる感性を養い、総合力に富む真の意味で社会貢献

できる人材であるかが卒業認定の基本方針である。 

上記の基本方針を踏まえて、出席の状況、学修成果の状況、卒業基準検定の取得状況

等を総合的に判断し、卒業判定会議にて卒業の認定を行う。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.denbi.ac.jp/about/disclosure/ 

 



  

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 熊本電子ビジネス専門学校 

設置者名 学校法人未来創造学園 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://www.denbi.ac.jp/about/disclosure/ 
収支計算書又は損益計算書 https://www.denbi.ac.jp/about/disclosure/ 
財産目録 https://www.denbi.ac.jp/about/disclosure/ 
事業報告書 https://www.denbi.ac.jp/about/disclosure/ 
監事による監査報告（書） https://www.denbi.ac.jp/about/disclosure/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業分野 工業専門課程 

ITエンジニア科 

ネットワークエンジ

ニアコース 

〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 2,028単位時間 
480 単

位時間 

1,548 単

位時間 0 単位時間 

0 単位時

間 

0 単位時

間 

2,028単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 
うち留学

生数 
専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80 人の内数 80 人の内数 0 人 12 人の内数 27 人の内数 39 人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・年２回開催する外部委員を含む教育課程編成委員会において次年度以降のカリ   

 キュラム等の内容を検討する。 

・検討されたカリキュラムを元に次年度以降の科目等の見直しと、それに伴う授業 

 内容の検討を各学科に関わる教員により行う。 

・また、その際には学校長並びに教務部長等の意見を伺いながら適切な科目や内容 

 であるかの検討も併せて行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

・成績の評価は、Ａ（100点～80点）、Ｂ（79点～70点）、Ｃ（69点～60点）、 

 Ｄ（59点以下）とし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とする。 

・通年開設科目の学年成績の評価は、原則として前期と後期の両方の成績より行う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 出席の状況、学修成果の状況、卒業基準検定の取得状況等を総合的に判断し、卒業

判定会議にて卒業の認定を行う。 

学修支援等 

（概要） 

 講義、実習を通じ知識・技能を習得させ確認テストや課題提出を行い、理解が足り

ない場合は個別の補習授業等を行う。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 10 人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

10人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

（主な就職、業界等） 

 主に IT業界に就職し、システムエンジニア、プログラマ、ネットワークエンジニア、



  

システム管理・運用等の職種に就く。 

（就職指導内容） 

 全体に対し模擬面接を 2回開催し、試験直前にも希望者に対して個人面接を行う。 

履歴書等の書き方も全体に対して行い、直前に個人指導を行う。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 応用情報技術者試験、基本情報技術者試験、J検、C言語検定、表計算検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  79人の内数 3人の内数  3.8％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、ミスマッチ、学習意欲の低下等。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による個別ガイダンス並びに保護者を交えた面談等を行う。 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業分野 工業専門課程 

ITエンジニア科 

スマートフォンアプ

リコース 

〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 2,028単位時間 
480 単

位時間 

1,548 単

位時間 0 単位時間 

0 単位時

間 

0 単位時

間 

2,028単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 
うち留学

生数 
専任教員数 兼任教員数 総教員数 

80 人の内数 80 人の内数 0 人 12 人の内数 27 人の内数 39 人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・年２回開催する外部委員を含む教育課程編成委員会において次年度以降のカリ   

 キュラム等の内容を検討する。 

・検討されたカリキュラムを元に次年度以降の科目等の見直しと、それに伴う授業 

 内容の検討を各学科に関わる教員により行う。 

・また、その際には学校長並びに教務部長等の意見を伺いながら適切な科目や内容 

 であるかの検討も併せて行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

・成績の評価は、Ａ（100点～80点）、Ｂ（79点～70点）、Ｃ（69点～60点）、 

 Ｄ（59点以下）とし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とする。 

・通年開設科目の学年成績の評価は、原則として前期と後期の両方の成績より行う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 出席の状況、学修成果の状況、卒業基準検定の取得状況等を総合的に判断し、卒業

判定会議にて卒業の認定を行う。 

学修支援等 

（概要） 

 講義、実習を通じ知識・技能を習得させ確認テストや課題提出を行い、理解が足り

ない場合は個別の補習授業等を行う。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 26 人 

（100％） 

0人 

（ 0.0％） 

26人 

（100.0％） 

0人 

（0.0％） 

（主な就職、業界等） 

 主に IT業界に就職し、システムエンジニア、プログラマ、ネットワークエンジニア、

システム管理・運用等の職種に就く。 

（就職指導内容） 

 全体に対し模擬面接を 2回開催し、試験直前にも希望者に対して個人面接を行う。 



  

履歴書等の書き方も全体に対して行い、直前に個人指導を行う。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 応用情報技術者試験、基本情報技術者試験、J検、C言語検定、表計算検定 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  79人の内数 3人の内数  3.8％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、ミスマッチ、学習意欲の低下等。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による個別ガイダンス並びに保護者を交えた面談等を行う。 

 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業分野 工業専門課程 
デジタルクリエイター科 

ゲームプログラマコース 
〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 1,980単位時間 
352 単

位時間 

1,628 

単位時間 0 単位時間 

0 単位時

間 

0 単位時

間 

1,980単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 
うち留学

生数 
専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60 人の内数 28 人 0 人 12 人の内数 27 人の内数 39 人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・年２回開催する外部委員を含む教育課程編成委員会において次年度以降のカリ   

 キュラム等の内容を検討する。 

・検討されたカリキュラムを元に次年度以降の科目等の見直しと、それに伴う授業 

 内容の検討を各学科に関わる教員により行う。 

・また、その際には学校長並びに教務部長等の意見を伺いながら適切な科目や内容 

 であるかの検討も併せて行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

・成績の評価は、Ａ（100点～80点）、Ｂ（79点～70点）、Ｃ（69点～60点）、 

 Ｄ（59点以下）とし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とする。 

・通年開設科目の学年成績の評価は、原則として前期と後期の両方の成績より行う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 出席の状況、学修成果の状況、卒業基準検定の取得状況等を総合的に判断し、卒業

判定会議にて卒業の認定を行う。 

学修支援等 

（概要） 

 実習を通し知識・技能を体得させる。課題の提出でより学習を強化させる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 18 人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

17人 

（94.4％） 

   1人 

（5.6％） 

（主な就職、業界等） 

ゲーム会社、プログラム開発会社等の職種に就く。 

（就職指導内容） 

 全体に対し模擬面接を 2回開催し、試験直前にも希望者に対して個人面接を行う。 

履歴書等の書き方も全体に対して行い、直前に個人指導を行う。 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 ゲームアプリ開発や一般業務アプリ開発が可能 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  28人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による個別ガイダンス並びに保護者を交えた面談等を行う。 

 
  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業分野 工業専門課程 
デジタルクリエイター科 

ＣＧクリエイターコース 
〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 1,980単位時間 
176 単

位時間 

1804 単位

時間 0 単位時間 

0 単位時

間 

0 単位時

間 

1,980単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 
うち留学

生数 
専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60 人の内数 25 人 0 人 12 人の内数 27 人の内数 39 人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・年２回開催する外部委員を含む教育課程編成委員会において次年度降のカリ   

 キュラム等の内容を検討する。 

・検討されたカリキュラムを元に次年度以降の科目等の見直しと、それに伴う授業 

 内容の検討を各学科に関わる教員により行う。 

・また、その際には学校長並びに教務部長等の意見を伺いながら適切な科目や内容 

 であるかの検討も併せて行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

・成績の評価は、Ａ（100点～80点）、Ｂ（79点～70点）、Ｃ（69点～60点）、 

 Ｄ（59点以下）とし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とする。 

・通年開設科目の学年成績の評価は、原則として前期と後期の両方の成績より行う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 出席の状況、学修成果の状況、卒業基準検定の取得状況等を総合的に判断し、卒業

判定会議にて卒業の認定を行う。 

学修支援等 

（概要） 

 実習を通し知識・技能を体得させる。課題の提出でより学習を強化させる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 11 人 

（100％） 

0人 

（ 0％） 

10人 

（90.9%） 

1人 

（9.1％） 

（主な就職、業界等） 

ＣＧ制作業界、製造業等の職種に就く。 

（就職指導内容） 

 全体に対し模擬面接を 2回開催し、試験直前にも希望者に対して個人面接を行う。 

履歴書等の書き方も全体に対して行い、直前に個人指導を行う。 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 3DCGソフトや 2D画像編集ソフトを利用したコンテンツ制作が可能となる。 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  25人 0人の内数  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による個別ガイダンス並びに保護者を交えた面談等を行う。 

 
 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業分野 工業専門課程 
ＩＴビジネス科 

Ｗｅｂデザイナーコース 
〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 1,980単位時間 
298 単

位時間 

1,682 単

位時間 0 単位時間 

0 単位時

間 

0 単位時

間 

1,980単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 
うち留学

生数 
専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60 人の内数 53 人の内数 0 人 12 人の内数 27 人の内数 39 人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・年２回開催する外部委員を含む教育課程編成委員会において次年度以降のカリ   

 キュラム等の内容を検討する。 

・検討されたカリキュラムを元に次年度以降の科目等の見直しと、それに伴う授業 

 内容の検討を各学科に関わる教員により行う。 

・また、その際には学校長並びに教務部長等の意見を伺いながら適切な科目や内容 

 であるかの検討も併せて行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

・成績の評価は、Ａ（100点～80点）、Ｂ（79点～70点）、Ｃ（69点～60点）、 

 Ｄ（59点以下）とし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とする。 

・通年開設科目の学年成績の評価は、原則として前期と後期の両方の成績より行う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 出席の状況、学修成果の状況、卒業基準検定の取得状況等を総合的に判断し、卒業

判定会議にて卒業の認定を行う。 

学修支援等 

（概要） 

 実習を通し知識・技能を体得させる。課題の提出でより学習を強化させる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 20 人 

（100％） 

0人 

（ 0.0％） 

19人 

（95.0％） 

1人 

（5.0％） 

（主な就職、業界等） 

 Web業界、EC業界、メディア、家電販売の職種に就く。 

（就職指導内容） 

 全体に対し模擬面接を 2回開催し、試験直前にも希望者に対して個人面接を行う。 

履歴書等の書き方も全体に対して行い、直前に個人指導を行う。 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 Webデザイナー検定、色彩検定等。 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  50人 3人の内数  6.0％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、経済的な理由、学習意欲の低下等。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による個別ガイダンス並びに保護者を交えた面談等を行う。 

 
  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

工業分野 工業専門課程 
ＩＴビジネス科 

ネットショップコース 
〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 1,980単位時間 
298 単

位時間 

1,682 単

位時間 0 単位時間 

0 単位時

間 

0 単位時

間 

1,980単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 
うち留学

生数 
専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60 人の内数 3 人内数 0 人 12 人の内数 27 人の内数 39 人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・年２回開催する外部委員を含む教育課程編成委員会において次年度以降のカリ   

 キュラム等の内容を検討する。 

・検討されたカリキュラムを元に次年度以降の科目等の見直しと、それに伴う授業 

 内容の検討を各学科に関わる教員により行う。 

・また、その際には学校長並びに教務部長等の意見を伺いながら適切な科目や内容 

 であるかの検討も併せて行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

・成績の評価は、Ａ（100点～80点）、Ｂ（79点～70点）、Ｃ（69点～60点）、 

 Ｄ（59点以下）とし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とする。 

・通年開設科目の学年成績の評価は、原則として前期と後期の両方の成績より行う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 出席の状況、学修成果の状況、卒業基準検定の取得状況等を総合的に判断し、卒業

判定会議にて卒業の認定を行う。 

学修支援等 

（概要） 

 実習を通し知識・技能を体得させる。課題の提出でより学習を強化させる。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 3 人 

（100％） 

0人 

（ 0.0％） 

3人 

（100.0％） 

0人 

（ 0.0％） 

（主な就職、業界等） 

 Web業界、EC業界、メディア、家電販売の職種に就く。 

（就職指導内容） 

 全体に対し模擬面接を 2回開催し、試験直前にも希望者に対して個人面接を行う。 

履歴書等の書き方も全体に対して行い、直前に個人指導を行う。 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 Webデザイナー検定、色彩検定等。 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  3人 0人の内数  0.0％ 

（中途退学の主な理由） 

進路変更、経済的な理由、学習意欲の低下等。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による個別ガイダンス並びに保護者を交えた面談等を行う。 

 
 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務専門

課程 
医療事務科 〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 1,920単位時間 
1,378 単

位時間 

442 単

位時間 

100 単位時

間 

0 単位時

間 

0 単位時

間 

1,920単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 
うち留学

生数 
専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60 人の内数 29 人 0 人 12 人の内数 27 人の内数 39 人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・年２回開催する外部委員を含む教育課程編成委員会において次年度以降のカリ   

 キュラム等の内容を検討する。 

・検討されたカリキュラムを元に次年度以降の科目等の見直しと、それに伴う授業 

 内容の検討を各学科に関わる教員により行う。 

・また、その際には学校長並びに教務部長等の意見を伺いながら適切な科目や内容 

 であるかの検討も併せて行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

・成績の評価は、Ａ（100点～80点）、Ｂ（79点～70点）、Ｃ（69点～60点）、 

 Ｄ（59点以下）とし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とする。 

・通年開設科目の学年成績の評価は、原則として前期と後期の両方の成績より行う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 出席の状況、学修成果の状況、卒業基準検定の取得状況等を総合的に判断し、卒業

判定会議にて卒業の認定を行う。 

学修支援等 

（概要） 

 検定試験の合格に向けては、対策週間を設け個別対応をきめ細やかに行う。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 12 人 

（100％） 

0人 

（ 0.0％） 

11人 

（91.6％） 

1人 

（ 8.4％） 

（主な就職、業界等） 

 医療業界（医療事務職・秘書・受付等）の職種に就く。 

（就職指導内容） 

 全体に対し模擬面接を 2回開催し、試験直前にも希望者に対して個人面接を行う。 

履歴書等の書き方も全体し対して行い、直前に個人指導を行う。 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 診療報酬請求事務能力認定試験、医薬品登録販売者、医科医療事務検定、医師事務作

業補助者技能審査試験、ホスピタルコンシェルジュ検定、調剤事務検定、ORCA技能審査

試験等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  29人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

担任による個別ガイダンス並びに保護者を交えた面談等を行う。 

 
 

  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務専門

課程 

総合ビジネス科ブライダ

ル・サービスコース 
〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 1,980単位時間 
664 単

位時間 

1,106 単

位時間 

210 単位時

間 

0 単位時

間 

0 単位時

間 

1,980単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 
うち留学

生数 
専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60 人の内数 22 人 0 人 12 人の内数 27 人の内数 39 人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・年２回開催する外部委員を含む教育課程編成委員会において次年度以降のカリ   

 キュラム等の内容を検討する。 

・検討されたカリキュラムを元に次年度以降の科目等の見直しと、それに伴う授業 

 内容の検討を各学科に関わる教員により行う。 

・また、その際には学校長並びに教務部長等の意見を伺いながら適切な科目や内容 

 であるかの検討も併せて行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

・成績の評価は、Ａ（100点～80点）、Ｂ（79点～70点）、Ｃ（69点～60点）、 

 Ｄ（59点以下）とし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とする。 

・通年開設科目の学年成績の評価は、原則として前期と後期の両方の成績より行う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 出席の状況、学修成果の状況、卒業基準検定の取得状況等を総合的に判断し、卒業

判定会議にて卒業の認定を行う。 

学修支援等 

（概要） 

 検定試験の合格に向けては、対策週間を設け個別対応をきめ細やかに行う。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 6 人 

（100.0％） 

0人 

（ 0.0％） 

4人 

（67.7％） 

2人 

（ 33.3％） 

（主な就職、業界等） 

 ブライダル業、販売接客業、医療機関等で、接客・営業・販売・事務の職種に就く。 

（就職指導内容） 

 全体に対し模擬面接を 2回開催し、試験直前にも希望者に対して個人面接を行う。 

履歴書等の書き方も全体に対して行い、直前に個人指導を行う。 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 秘書検定、ビジネス文書検定、桂由美ジュニアライセンス、サービス接遇検定等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  22人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更、経済的な理由、学習意欲の低下等。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 担任による個別ガイダンス並びに保護者を交えた面談等を行う。 

 
  



  

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

商業実務分野 
商業実務専門

課程 

総合ビジネス科事務スペ

シャリストコース 
〇 － 

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

授業時数又は総単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

2年 昼 1,980単位時間 
900 単

位時間 

870 単位

時間 

210 単位時

間 

0 単位時

間 

0 単位時

間 

1,980単位時間 

生徒総定員数 生徒実員 
うち留学

生数 
専任教員数 兼任教員数 総教員数 

60 人の内数 20 人 0 人 12 人の内数 27 人の内数 39 人の内数 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

・年２回開催する外部委員を含む教育課程編成委員会において次年度以降のカリ   

 キュラム等の内容を検討する。 

・検討されたカリキュラムを元に次年度以降の科目等の見直しと、それに伴う授業 

 内容の検討を各学科に関わる教員により行う。 

・また、その際には学校長並びに教務部長等の意見を伺いながら適切な科目や内容 

 であるかの検討も併せて行う。 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

・成績の評価は、Ａ（100点～80点）、Ｂ（79点～70点）、Ｃ（69点～60点）、 

 Ｄ（59点以下）とし、Ａ、Ｂ、Ｃを合格とする。 

・通年開設科目の学年成績の評価は、原則として前期と後期の両方の成績より行う。 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

 出席の状況、学修成果の状況、卒業基準検定の取得状況等を総合的に判断し、卒業

判定会議にて卒業の認定を行う。 

学修支援等 

（概要） 

 検定試験の合格に向けては、対策週間を設け個別対応をきめ細やかに行う。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 8 人 

（100％） 

1人 

（ 12.5％） 

6人 

（75％） 

1人 

（ 12.5％） 

（主な就職、業界等） 

 販売接客業、一般企業、医療機関等で、接客・営業・販売・事務の職種に就く。 

（就職指導内容） 

 全体に対し模擬面接を 2回開催し、試験直前にも希望者に対して個人面接を行う。 

履歴書等の書き方も全体し対して行い、直前に個人指導を行う。 



  

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 秘書検定、ビジネス文書検定、日商簿記検定、全経簿記検定等 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  18人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 進路変更、経済的な理由、学習意欲の低下等。 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 担任による個別ガイダンス並びに保護者を交えた面談等を行う。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

②学校単位の情報 

ａ）「生徒納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 

備考 

（任意記載事項） 

ＩＴエンジニア科   120,000円 820,000 円 約 200,000円  

デジタルクリエイター科 120,000円 820,000 円 約 200,000円  

ＩＴビジネス科 120,000円 820,000 円 約 200,000円  

医療事務科 120,000円 720,000 円 約 200,000円  

総合ビジネス科 120,000円 720,000 円 約 200,000円  

修学支援（任意記載事項） 

特待生制度、社会人等支援制度、奨学生制度、１年次成績優秀者奨励制度 

 

 

ｂ）学校評価 
自己評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.denbi.ac.jp/about/disclosure/ 

学校関係者評価の基本方針（実施方法・体制） 

 学校関係者評価委員会は、設置されている５学科に関連する企業、保護者、卒業生の８

名の委員で構成される。 

 学校関係者評価は職員で実施した自己評価を、学校関係者評価委員それぞれの視点から

意見を伺い、お互いの理解を深めるためのものとする。また、その評価の過程において、

自己評価の妥当性を検証すると伴に、客観性・透明性等をより高め、公共性の高い社会に

寄与する学校を目指すことを基本方針とする。この会で得られた意見については、学内の

定例会議や教務会議等で周知を行い、その後の学校運営のための指針として活用する。 

 評価項目は、文部科学省が示す「専修学校における学校評価ガイドライン」に準ずる 

項目で、学校運営、教育活動、学修成果等である。 

学校関係者評価の委員 

所属 任期 種別 

日本アルゴリズム株式会社 

開発部マネージャー 

令和 5年 4月 1日 

～令和 7年 3月 31日 
企業等委員 

株式会社ぐるぐる 

代表取締役 

令和 5年 4月 1日 

～令和 7年 3月 31日 
企業等委員 

株式会社ｏｍｅｎ 

代表取締役 

令和 6年 4月 1日 

～令和 8年 3月 31日 
企業等委員 

株式会社サンナナ 

取締役 

令和 5年 4月 1日 

～令和 7年 3月 31日 
企業等委員 

株式会社産業開発研究所 

代表取締役社長 

令和 5年 4月 1日 

～令和 7年 3月 31日 
企業等委員 

富士フイルムビジネスイノベーショ

ンジャパン株式会社 

営業部長 

令和 5年 4月 1日 

～令和 7年 3月 31日 企業等委員 

在校生保護者 
令和 6年 4月 1日 

～令和 8年 3月 31日 
保護者委員 



  

有限会社工藤石油 

店長 

令和 5年 4月 1日 

～令和 7年 3月 31日 
卒業生委員 

学校関係者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.denbi.ac.jp/about/disclosure/ 

 

第三者による学校評価（任意記載事項） 

 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

https://www.denbi.ac.jp/about/disclosure/ 

 


